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は
じ
め
に

（
１
）

　

イ
ク
タ
ー
制
と
は
、中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
︵
２
︶
の
東
ア
ラ
ブ
世
界（
マ

シ
ュ
リ
クM

ashriq

）
に
お
い
て
国
家
と
社
会
の
構
造
を
規
定
し
て

い
た
軍
事
・
土
地
制
度
で
あ
る
。
軍
事
奉
仕
の
対
価
と
し
て
国
家
の

持
つ
土
地
徴
税
権
と
そ
の
土
地
の
管
理
権
を
直
接
個
々
の
軍
人
に
委

ね
る
こ
の
制
度
は
、
九
四
六
年
ブ
ワ
イ
フ
朝
（
九
三
二
～
一
〇
六
二

年
）時
代
の
イ
ラ
ク
に
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。そ
の
後
セ
ル
ジ
ュ
ー

ク
朝
（
一
〇
三
八
～
一
一
九
四
年
）
と
そ
の
後
継
の
諸
王
朝
の
も
と
、

イ
ク
タ
ー
制
は
軍
事
・
財
政
・
行
政
制
度
の
基
礎
と
な
り
、
基
本
的

な
土
地
所
有
形
態
と
な
っ
た
︵
３
︶
。
本
報
告
の
目
的
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝

（
一
二
五
〇
～
一
五
一
七
年
）
の
前
半
期
に
精
緻
に
制
度
化
・
体
系

化
さ
れ
た
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ク
タ
ー
制
が
、
一
四
世
紀
後
半
～
一
六
世

紀
初
頭
に
弛
緩
・
崩
壊
し
て
い
く
過
程
と
そ
の
影
響
を
、
特
に
ワ
ク

フ
（
寄
進
）
地
の
拡
大
と
い
う
点
に
注
目
し
て
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
は
、
ナ
イ
ル
川
の
水
資
源
を
利
用
し
た
高
い
生
産
力
を

誇
る
、
東
ア
ラ
ブ
世
界
随
一
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
。
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝

時
代
の
一
一
六
九
年
に
エ
ジ
プ
ト
に
導
入
さ
れ
た
イ
ク
タ
ー
制
は
、

そ
の
後
マ
ム
ル
ー
ク
朝
最
盛
期
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
ナ
ー
ス
ィ
ルal-

N
ās

4ir M
uh

4am
m

ad b. Q
alāw
ūn

の
治
世
第
三
期
（
一
三
一
〇
～

四
一
年
）
に
実
施
さ
れ
た
ナ
ー
ス
ィ
ル
検
地
（al-R

aw
k al-N

ās

4irī

）

を
通
じ
て
精
緻
に
制
度
化
・
体
系
化
さ
れ
た
。
こ
の
検
地
は
マ
ム

ル
ー
ク
朝
の
領
域
全
土
を
対
象
に
、
一
三
一
三
年
よ
り
足
か
け
一
三

年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
一
三
一
五
年

に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
、エ
ジ
プ
ト
全
土
の
耕
地
面
積
（m

isāh

4a

）

が
再
計
測
さ
れ
る
と
と
も
に
、
税
収
高
（‘ibra

）
が
統
一
的
に
算
出

報
告
二

一
四
世
紀
末
～
一
六
世
紀
初
頭
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
土
地
制
度
の
展
開

　
　

―
―

ワ
ク
フ
（
寄
進
）
地
の
拡
大
と
そ
の
影
響―

―

五
十
嵐　

大　

介
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さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
エ
ジ
プ
ト
の
政
府
直
轄
地
（khāss4
4

）

と
イ
ク
タ
ー
の
比
率
が
定
め
ら
れ
、
前
者
が
エ
ジ
プ
ト
全
土
の
二
四

分
の
一
〇
、
後
者
が
二
四
分
の
一
四
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
ミ
ー
ル

（
軍
団
長
）
は
イ
ク
タ
ー
規
模
に
応
じ
て
一
定
数
の
マ
ム
ル
ー
ク
（
奴

隷
）
軍
人
を
養
成
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
兵
員
数
に

応
じ
て
百
騎
長
（am

īr m
i ’a m

uqaddam
 alf

）、
四
十
騎
長
（am
īr 

al-t

4ablkhāna

）、
十
騎
長
（am

īr ‘ashara

）
と
い
う
ア
ミ
ー
ル
の

位
階
が
確
立
す
る
と
と
も
に
、
イ
ク
タ
ー
の
規
模
が
軍
人
の
官
職
ヒ

エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
政
府
に
よ
る
イ
ク

タ
ー
の
授
与
と
没
収
の
権
限
も
大
幅
に
強
化
さ
れ
、
イ
ク
タ
ー
の
非

世
襲
化
と
ア
ミ
ー
ル
位
や
ポ
ス
ト
と
連
動
し
た
イ
ク
タ
ー
の
頻
繁
な

移
動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。イ
ク
タ
ー
保
有
の
形
態
で
は
、

複
数
の
む
ら
を
含
む
大
き
な
イ
ク
タ
ー
で
あ
っ
て
も
一
カ
所
に
集
中

し
た
﹁
一
円
的
大
規
模
土
地
所
有
﹂
の
形
態
と
は
な
ら
ず
、
エ
ジ
プ

ト
各
地
に
分
散
し
、
か
つ
一
村
の
半
分
、
三
分
の
一
と
い
っ
た
部
分

保
有
を
寄
せ
集
め
た
、
分
散
的
・
部
分
的
保
有
の
形
態
が
一
般
的
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ク
タ
ー
制
の
も
と
で
、
イ
ク
タ
ー
保
有
者

た
る
軍
人
層
は
、
自
身
の
イ
ク
タ
ー
に
居
住
す
る
こ
と
の
な
い
﹁
不

在
地
主
﹂
で
あ
り
、
農
村
社
会
と
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
は
希
薄
で

あ
っ
た
︵
４
︶

。

　

し
か
し
、
こ
う
し
て
確
立
し
た
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ク
タ
ー
制
は
、

一
四
世
紀
後
半
を
境
と
し
て
衰
退
の
様
相
を
見
せ
始
め
、
イ
ク
タ
ー

の
売
買
や
私
有
化
の
広
ま
り
、
イ
ク
タ
ー
保
有
者
の
農
村
の
維
持
管

理
（
イ
マ
ー
ラ ‘im

āra

）
の
無
視
、
農
村
の
荒
廃
と
イ
ク
タ
ー
収
入

の
途
絶
え
た
軍
人
の
窮
乏
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
は
、
ナ
ー
ス
ィ
ル
没
後
の
ス
ル
タ
ー
ン
た
ち
の
弱
体
化
・

傀
儡
化
に
よ
る
政
治
的
混
乱
や
、
一
三
四
七
年
以
降
の
黒
死
病
（
ペ

ス
ト
）
流
行
に
よ
る
農
村
人
口
の
減
少
と
生
産
力
の
減
退
な
ど
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
ワ
ク
フ
（w

aqf; pl. aw
qāf

）
と
し

て
寄
進
財
に
設
定
さ
れ
た
農
地
﹁
ワ
ク
フ
地
﹂
の
増
加
と
い
う
土
地

制
度
上
に
生
じ
た
変
化
が
あ
っ
た
︵
５
︶

。

一
、
ワ
ク
フ
制
度
と
土
地
制
度

　

ワ
ク
フ
と
は
、﹁
停
止
﹂
を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
で
あ
り
、
寄

進
者
（w

āqif

）
が
所
有
す
る
物
件
に
対
す
る
所
有
権
を
放
棄
し
て

そ
の
移
動
を
停
止
し
（
＝
ワ
ク
フ
財m

aw
qūf

）、
そ
の
収
益
を
特

定
の
慈
善
的
目
的
（
＝
ワ
ク
フ
対
象m

aw
qūf  ‘alay-hi

）
に
費
や

す
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
寄
進
制
度
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
﹁
推
奨

行
為
（m

andūb

）﹂
に
あ
た
り
、
来
世
の
報
酬
が
約
束
さ
れ
る
﹁
善

行（qurba

）﹂と
見
な
さ
れ
る
。
モ
ス
ク
や
マ
ド
ラ
サ（
学
院
）と
い
っ

た
宗
教
施
設
や
救
貧
事
業
の
運
営
は
こ
の
ワ
ク
フ
制
度
を
通
じ
て
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
前
近
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
各
地
で
広
く
普
及
し

た
。
一
度
設
定
さ
れ
た
ワ
ク
フ
は
、原
則
と
し
て
解
消
は
許
さ
れ
ず
、
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寄
進
者
の
定
め
た
規
定
に
則
り
管
財
人(nāz

4ir, m
utaw

allī)

（
主
と

し
て
存
命
中
は
寄
進
者
自
身
が
務
め
る
）
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
、

独
立
し
た
一
個
の
﹁
経
営
体
﹂
で
あ
っ
た
。

　

大
規
模
な
土
地
が
ワ
ク
フ
財
と
し
て
寄
進
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
二

世
紀
頃
ま
で
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
の
土

地
理
論
と
ワ
ク
フ
理
論
と
の
整
合
性
の
問
題
が
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
農
地
は
そ
の
所
有
権
が
ム
ス
リ
ム
全

体
＝
国
家
に
属
す
る
﹁
国
有
地
（am

lāk bayt al-m
āl

）﹂
で
あ
り
、

土
地
税
（kharāj

）
は
そ
の
土
地
を
用
益
す
る
者
が
国
家
に
支
払
う

地
代
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
﹁
国
家
的
土
地
所
有
﹂
理
論
と
、
寄
進

者
の
私
有
財
（m

ilk

）
の
み
が
ワ
ク
フ
に
設
定
可
能
で
あ
る
と
す
る

ワ
ク
フ
理
論
と
の
間
に
は
、
理
論
上
矛
盾
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
後
、
一
二
世
紀
に
お
け
る
所
謂
﹁
ス
ン
ナ
派
復
興
﹂
を
契

機
と
し
て
、
ワ
ク
フ
制
度
は
普
及
・
大
規
模
化
し
、
そ
の
社
会
的
役

割
が
拡
大
し
た
。
こ
の
時
代
、
軍
人
支
配
層
は
シ
ー
ア
派
に
対
抗
し

て
ス
ン
ナ
派
の
法
学
や
神
学
を
教
え
る
マ
ド
ラ
サ
（
学
院
）
を
各
地

に
建
設
し
、ス
ン
ナ
派
の
振
興
を
図
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

支
配
層
が
国
有
地
を
こ
れ
ら
の
ワ
ク
フ
に
設
定
す
る
こ
と
は
一
般
化

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
合
法
化
す
る
法
理
論
も
誕
生
し
た
の
で
あ

る
︵
６
︶
。

　

国
有
地
を
国
家
か
ら
購
入
し
た
後
に
ワ
ク
フ
財
と
す
る
、
あ
る

い
は
そ
れ
を
直
接
特
定
の
ワ
ク
フ
財
に
転
用
す
る
方
法
は
、
マ
ム

ル
ー
ク
朝
時
代
、
特
に
一
四
世
紀
後
半
以
降
急
速
に
普
及
し
た
。
こ

う
し
て
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
ワ
ク
フ
地
は
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
滅

亡
時
に
は
エ
ジ
プ
ト
全
土
の
農
地
の
四
割
以
上
を
占
め
る
ま
で
に

至
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
︵
７
︶

。
こ
の
よ
う
な
ワ
ク
フ
地
の
拡
大
は
、
イ
ク

タ
ー
と
し
て
軍
人
に
割
り
当
て
る
土
地
や
政
府
の
税
収
を
も
た
ら
す

直
轄
地
を
侵
食
す
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ク
タ
ー
制
お
よ
び
国
家
財
政

に
対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
同
時
代
の
歴
史
家
・
知
識
人
た
ち

も
、
ワ
ク
フ
地
の
増
加
は
イ
ク
タ
ー
制
や
国
家
財
政
の
機
能
不
全
を

も
た
ら
し
て
い
る
元
凶
と
見
て
お
り
︵
８
︶
、Poliak

やA
shtor, 

佐
藤
次

高
に
よ
る
イ
ク
タ
ー
制
や
社
会
経
済
史
に
関
わ
る
古
典
的
研
究
で
も

こ
の
問
題
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵
９
︶

。
近
年
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
期
の
エ
ジ

プ
ト
の
土
地
台
帳
（dafātir al-rizaq al-jayshīya, dafātir al-rizaq 

al-ah

4bāsīya

）
が
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
土
地
制
度
に
つ
い
て
重
要

な
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
を
史
料
と
し

て
用
い
た
重
要
な
研
究
が
現
れ
始
め
た
。A

bū G
hāzī

は
、
一
五
世

紀
に
お
い
て
国
有
地
、
特
に
イ
ク
タ
ー
の
売
却
と
そ
の
ワ
ク
フ
化
が

進
行
し
た
こ
と
、
そ
れ
ら
の
土
地
は
最
終
的
に
マ
ム
ル
ー
ク
の
軍
人

支
配
層
お
よ
び
そ
の
一
族
の
ワ
ク
フ
と
な
り
、
彼
ら
の
支
配
下
に
置

か
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た︶
₁₀
︵

。
ま
た
熊
倉
和
歌
子
は
、
一
五
世
紀

に
お
け
る
イ
ク
タ
ー
の
世
襲
や
文
民
の
イ
ク
タ
ー
の
存
在
な
ど
、
こ

の
時
代
の
イ
ク
タ
ー
制
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
イ
ク

タ
ー
の
ワ
ク
フ
化
の
問
題
も
指
摘
し
て
い
る︶
₁₁
︵

。



－  88  －

一
四
世
紀
末
～
一
六
世
紀
初
頭
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
土
地
制
度
の
展
開
（
五
十
嵐
）

－  89  －

　

以
上
の
よ
う
に
ワ
ク
フ
地
の
拡
大
は
、
既
存
の
イ
ク
タ
ー
制
の
衰

退
と
軌
を
一
に
す
る
問
題
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
代
に
積
極
的
に
ワ

ク
フ
設
定
を
行
っ
た
の
は
、
イ
ク
タ
ー
保
有
者
で
も
あ
る
軍
人
層
で

あ
っ
た
。D

enoix

に
よ
れ
ば
、
現
存
す
る
エ
ジ
プ
ト
の
ワ
ク
フ
設

定
文
書
に
名
前
が
見
え
る
寄
進
者
全
二
三
一
人
の
内
、
七
四
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
る
一
七
一
人
が
軍
人
お
よ
び
そ
の
家
族
で
あ
る
と
い

う︶
₁₂
︵

。
ま
た
、
一
五
世
紀
半
ば
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
文
書
書
式
集
﹃
首

飾
り
の
宝
石Jaw

ā hir al-‘U
qū d

﹄
に
は
、
ワ
ク
フ
設
定
文
書
に
関

す
る
解
説
部
分
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

原
則
。ワ
ク
フ
は
大
部
分
に
お
い
て
君
主
な
い
し
ス
ル
タ
ー
ン
、

総
督
、
百
騎
長
の
有
力
階
級
に
属
す
る
ア
ミ
ー
ル
、
も
し
く
は

彼
ら
［
と
同
等
の
］
地
位
に
あ
る
者
以
外
［
に
よ
る
設
定
］
を

起
源
と
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
知
れ︶
₁₃
︵

。

　

こ
の
よ
う
に
軍
人
層
が
土
地
の
ワ
ク
フ
寄
進
を
積
極
的
に
進
め
た

の
は
、
彼
ら
の
善
行
意
識
や
死
後
の
救
済
を
求
め
る
意
識
の
み
な
ら

ず
、
以
下
で
見
る
よ
う
に
、
ワ
ク
フ
が
事
実
上
、
彼
ら
の
﹁
財
産
保

有
形
態
﹂
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
財
産
保
有
形
態
と
し
て
の
ワ
ク
フ

　

軍
人
層
が
盛
ん
に
ワ
ク
フ
を
設
定
し
た
理
由
と
し
て
、そ
れ
が﹁
善

行
﹂で
あ
る
と
い
う
宗
教
的
側
面
は
当
然
無
視
し
得
な
い
。
た
だ
し
、

以
下
で
見
る
ワ
ク
フ
の
様
々
な
形
態
は
、
ワ
ク
フ
設
定
を
通
じ
て
寄

進
者
が
自
ら
の
﹁
現
世
的
﹂
利
益
を
追
求
し
得
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
そ
れ
が
大
き
な
誘
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
ワ
ク
フ
で
は
、
寄
進
者
の
子
供
や
家
族
を
第
一
受
益
者
に

指
定
し
、
そ
の
断
絶
後
に
貧
者
へ
の
施
し
や
宗
教
施
設
を
受
益
対
象

と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
（
所
謂
﹁
家
族
ワ
ク
フ
﹂）︶
₁₄
︵

。
イ
ス

ラ
ー
ム
法
の
相
続
法
で
は
、
全
て
の
財
産
が
相
続
対
象
と
さ
れ
、
女

性
を
含
む
相
続
人
に
対
す
る
遺
産
配
分
比
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い

た
。
資
産
を
ワ
ク
フ
に
設
定
し
、
受
益
対
象
と
し
て
子
孫
を
指
定
す

る
こ
と
は
、
遺
産
分
割
に
よ
る
財
産
の
細
分
化
を
回
避
し
、
特
定
子

孫
へ
の
継
承
を
可
能
と
す
る
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た︶
₁₅
︵

。
こ
の
よ
う
な

﹁
家
族
ワ
ク
フ
﹂
は
、
前
近
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
地
域
を
問

わ
ず
広
く
見
ら
れ
た
が
、
特
に
マ
ム
ル
ー
ク
朝
に
お
い
て
は
、
そ
れ

が
重
宝
さ
れ
る
特
殊
な
理
由
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
支
配
層
を
構

成
す
る
マ
ム
ル
ー
ク
た
ち
は
奴
隷
身
分
出
身
の
﹁
一
代
限
り
の
軍
事

エ
リ
ー
ト
﹂
で
あ
り
、
そ
の
身
分
・
地
位
が
子
供
た
ち
に
継
承
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
の
経
済
的

基
盤
で
あ
る
イ
ク
タ
ー
も
ま
た
軍
事
奉
仕
の
対
価
と
し
て
与
え
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
世
襲
さ
れ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、マ
ム
ル
ー
ク
た
ち
は
死
後
の
子
孫
の
安
寧
を
図
り
、

ま
た
死
後
の
財
産
没
収
を
避
け
る
た
め
、
子
孫
を
受
益
対
象
と
し
て

自
己
の
資
産
を
ワ
ク
フ
に
設
定
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
る︶
₁₆
︵

。
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ま
た
、
特
に
ス
ル
タ
ー
ン
や
有
力
軍
人
が
設
定
し
た
、
自
身
が
建

立
し
た
モ
ス
ク
や
マ
ド
ラ
サ
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
ワ
ク
フ
で

し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
の
が
、
ワ
ク
フ
の
収
益
か
ら
運
営
に
必
要
な
支

出
を
ま
か
な
っ
た
余
剰
の
受
益
者
と
し
て
、
自
身
や
子
孫
を
指
定
す

る
方
法
で
あ
る
。
規
定
だ
け
を
見
れ
ば
、
自
身
や
子
孫
に
収
益
が
回

る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
余
剰
が
出
た
場
合
の
例
外
事
項
の
よ
う
に
見

え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
宗
教
・
慈
善
施
設
／
事
業
の
運
営
の
た

め
に
必
要
な
規
模
を
は
る
か
に
上
回
る
大
量
の
物
件
が
ワ
ク
フ
財

と
し
て
寄
進
さ
れ
た
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
有
力
ス
ル
タ
ー
ン
・

カ
ー
イ
ト
バ
ー
イal-A

shraf Q
āytbāy

（
在
位
一
四
六
八
～
九
六
年
）

と
ガ
ウ
リ
ーal-A

shraf Q
āns

4ūh al-G
haw

rī
（
在
位
一
五
〇
一
～

一
六
年
）
の
ワ
ク
フ
設
定
文
書
を
分
析
し
たPetry

は
、
両
ワ
ク
フ

と
も
ワ
ク
フ
規
定
で
支
出
先
が
定
め
ら
れ
て
い
る
分
は
全
ワ
ク
フ

収
入
の
お
よ
そ
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
大
限
に
見
積
も
っ
て
も
一
四

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た︶
₁₇
︵

。
同
様
の
収
支
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
、
他
の
ワ
ク
フ
の
事
例
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る︶
₁₈
︵

。
こ
の

場
合
、
ワ
ク
フ
収
入
の
大
部
分
を
占
め
た
﹁
余
剰
﹂
は
、
管
財
人
す

な
わ
ち
寄
進
者
自
身
の
手
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
ワ
ク
フ
は
、﹁
慈
善
事
業
﹂
を
隠
れ
蓑
と
し
た
財
産
保

有
手
段
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
軍
人
層
は
、
寄
進
者
自
身
を
直
接
の
受
益
対
象
と
す
る
ワ

ク
フ
を
多
数
設
定
し
た
。
こ
の
場
合
、
ワ
ク
フ
財
か
ら
得
ら
れ
る
収

入
は
全
て
自
身
の
も
の
と
な
り
、
か
つ
そ
の
ワ
ク
フ
の
管
理
も
管
財

人
を
務
め
る
自
身
が
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
態
は
ワ
ク
フ
設
定

前
と
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
﹁
自
己
受
益
ワ
ク
フ
﹂

（al-w
aqf ‘alā al-nafs

）
に
つ
い
て
は
法
理
論
上
そ
の
合
法
性
に
異

論
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
広
く
普
及
し
て
い
た︶
₁₉
︵

。
一
四
七
二
年

に
時
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
カ
ー
イ
ト
バ
ー
イ
が
メ
デ
ィ
ナ
で
の
救
貧
事

業
の
た
め
の
ワ
ク
フ
を
設
定
し
た
際
、
歴
史
家
サ
イ
ラ
フ
ィ
ーal-

S

4ayrafī

は
﹁
⋮
そ
れ
は
君
主
た
ち
と
こ
の
時
代
の
子
ら(abnā ’ al-

‘as

4r)

が
、
彼
ら
の
ワ
ク
フ
に
お
い
て
、［
受
益
対
象
を
］
ま
ず
自
身

に
、
次
い
で
彼
ら
の
子
た
ち
、
そ
し
て
そ
の
子
た
ち
、
そ
の
後
そ
の

子
孫
た
ち
へ
と
世
代
世
代
［
と
受
け
継
が
れ
］、
最
後
の
一
人
ま
で

［
続
き
］、［
家
系
が
断
絶
し
た
後
］
そ
れ
か
ら
メ
デ
ィ
ナ
の
貧
者
た

ち（fuqarā ’

）の
も
の
と
す
る
、と
い
っ
た
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
の
目
的
は
最
初
か
ら
、
メ
デ
ィ
ナ
の
住
人
た
ち
に
善
行

(birr)

を
届
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
。﹂
と
述
べ
る︶
₂₀
︵

。
彼
の
ワ
ク
フ
が

純
粋
な
慈
善
行
為
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
賞
賛
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
当
時
の
人
々
が
ワ
ク
フ
を
設
定
す
る
際

に
ま
ず
自
身
、
次
い
で
子
孫
を
受
益
対
象
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
実
際
に
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
有

力
ア
ミ
ー
ル
、
キ
ジ
ュ
マ
ー
スQ

ijm
ās al-Ish

4āqī

は
、
一
四
六
五

年
に
一
兵
卒
の
マ
ム
ル
ー
ク
軍
人
で
あ
っ
た
時
分
に
設
定
し
た
最
初

の
ワ
ク
フ
、
一
四
七
二
年
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
総
督
就
任
後
最
初
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に
設
定
し
た
ワ
ク
フ
、
一
四
七
六
年
に
政
府
の
重
要
ポ
ス
ト
の
一
つ

で
あ
る
厩
舎
長
（am

īr ākhūr kabīr

）
に
昇
進
し
た
後
最
初
に
設

定
し
た
ワ
ク
フ
が
、
い
ず
れ
も
自
己
受
益
ワ
ク
フ
で
あ
っ
た
。
彼
が

新
た
な
キ
ャ
リ
ア
に
入
る
と
ま
ず
自
己
受
益
ワ
ク
フ
を
設
定
し
、
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
よ
う︶
₂₁
︵

。

三
、
軍
人
層
に
よ
る
ワ
ク
フ
運
営
参
入

　

マ
ム
ル
ー
ク
軍
人
層
は
ワ
ク
フ
の
設
定
者
や
受
益
者
と
し
て
、
主

体
と
な
る
地
位
を
占
め
る
の
み
な
ら
ず
、
ワ
ク
フ
の
運
営
そ
れ
自
体

に
も
深
く
関
わ
り
、
ワ
ク
フ
制
度
が
機
能
す
る
上
で
不
可
欠
と
な
っ

た
。
ま
ず
は
ワ
ク
フ
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
管
財
人
に
つ
い
て
見
て

い
こ
う
。
ワ
ク
フ
の
管
財
人
は
、
ワ
ク
フ
財
管
理
に
伴
う
経
済
的
利

得
、
施
設
の
運
営
・
慈
善
事
業
の
実
施
に
伴
う
社
会
的
威
信
、
ワ
ク

フ
吏
員
の
任
免
権
、
ウ
ラ
マ
ー
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
得
ら
れ

る
と
い
う
意
味
で
、
一
種
の
利
権
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
代
、
多

く
の
ワ
ク
フ
に
お
い
て
高
級
軍
人
を
管
財
人
や
管
財
協
力
者
に
指
名

す
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
歴
史
家
イ
ブ
ン
・
タ
グ
リ
ー
ビ
ル

デ
ィ
ーIbn Taghrībirdī

は
一
四
四
五
年
の
記
事
で
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。

⋮
我
々
の
時
代
、
多
く
の
人
々
は
、
学
院
や
修
道
場
や
子
孫
や

そ
の
他
に
対
し
て
ワ
ク
フ
を
設
定
す
る
際
に
は
、
侍
従
長
や
官

房
長
や
宦
官
長
［
と
い
っ
た
高
級
武
官
］
以
外
に
管
財
人
職
を

指
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
決
し
て
︽
タ
ー
バ
ン
の
人
︾（
ウ
ラ

マ
ー
、
文
民
）
に
は
指
定
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た︶
₂₂
︵

。

　

こ
の
こ
と
は
実
際
の
ワ
ク
フ
設
定
文
書
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

寄
進
者
の
子
孫
が
一
般
的
に
後
継
管
財
人
に
指
名
さ
れ
た
が
、
通
常

特
定
の
軍
人
や
高
位
の
武
官
職
就
任
者
が
共
同
管
財
人
に
指
名
さ

れ
、
か
つ
子
孫
の
断
絶
や
適
切
な
人
物
が
い
な
い
場
合
は
彼
ら
が
単

独
で
管
財
人
を
務
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た︶
₂₃
︵

。

　

そ
れ
で
は
、
高
級
軍
人
を
時
に
自
身
の
子
孫
よ
り
も
優
遇
す
る

形
で
管
財
人
に
指
名
し
た
理
由
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
ワ
ク
フ
財
は
特
定
地
域
に
偏
ら
ず
各

地
に
分
散
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
賃
料
を
取
り
立
て

る
の
は
大
き
な
労
力
を
伴
う
作
業
で
あ
り
、
イ
ク
タ
ー
運
営
の
た
め

の
自
前
の
官
僚
組
織
を
も
っ
て
い
る
彼
ら
の
力
が
必
要
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
な
理
由
と
し
て
、
ワ
ク
フ
地
の

賃
貸
借
の
問
題
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ワ
ク
フ
財
は

そ
も
そ
も
賃
貸
借
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
賃
料
が
ワ
ク
フ
の
収
入
と
な
っ
た
。
ワ
ク
フ
財
が
農
地
の

場
合
、
実
際
に
そ
れ
を
耕
作
す
る
農
民
に
賃
貸
す
る
こ
と
が
設
定
文

書
中
の
規
定
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る︶
₂₄
︵

。
し
か
し
こ
の
時
代
、

大
規
模
な
土
地
賃
借
を
可
能
に
す
る
十
分
な
資
力
の
あ
る
軍
人
層

が
、
主
な
賃
借
人
と
し
て
ワ
ク
フ
地
を
賃
借
し
、
そ
れ
を
実
際
に
耕
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作
す
る
農
民
に
安
価
で
転
貸
し
、
差
額
を
利
得
と
し
て
得
る
こ
と
が

広
ま
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
歴
史
家
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ーal-

M
aqrīzī

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

⋮
そ
し
て
彼
（
バ
ル
ク
ー
ク︶
₂₅
︵

）
が
王
座
に
就
い
た
と
き

（
一
三
八
二
年
）、
彼
の
ア
ミ
ー
ル
た
ち
は
ワ
ク
フ
財
源
で
あ
る

こ
れ
ら
の
地
区
（naw

āh

4ī

）︶
₂₆
︵

を
賃
借
し
、
そ
れ
を
彼
ら
が
賃
借

し
た
［
額
］
よ
り
も
高
い
［
賃
料
で
］
農
民
に
賃
貸
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
バ
ル
ク
ー
ク
が
死
去
す
る
と
、
こ
の
こ
と

は
途
方
も
な
く
［
広
ま
り
］、
国
家
の
人
々
が
エ
ジ
プ
ト
・
シ

リ
ア
の
全
て
の
ワ
ク
フ
地
を
占
有
し
た︶
₂₇
︵

。

　

こ
の
こ
と
は
、
賃
借
さ
れ
た
ワ
ク
フ
地
が
そ
の
ま
ま
賃
借
人
の
私

有
地
へ
と
転
化
さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
実
際
に
イ
ス
テ
ィ

ブ
ダ
ー
ル︶
₂₈
︵

と
い
う
手
法
を
通
じ
た
ワ
ク
フ
財
の
私
有
化
は
し
ば
し
ば

問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、
有
力
な
軍
人
を

管
財
人
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
後
ろ
盾
に
よ
っ
て
適
切
な
賃

料
の
取
り
立
て
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
、か
つ
ワ
ク
フ
財
の
私
有
化
・

占
有
を
防
ぐ
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ

ば
、
ワ
ク
フ
財
の
賃
借
人
が
マ
ム
ル
ー
ク
軍
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
中
で
、
彼
ら
か
ら
賃
料
を
取
り
立
て
、
そ
の
占
有
を

防
ぎ
、
ワ
ク
フ
を
継
続
さ
せ
る
に
は
有
力
者
の
保
護
が
必
要
不
可
欠

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

一
四
世
紀
後
半
以
降
の
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、
ワ
ク
フ
地
の
存
在

は
イ
ク
タ
ー
制
社
会
に
お
け
る
﹁
例
外
的
﹂
な
土
地
所
有
形
態
で
あ

る
こ
と
を
超
え
、
国
家
と
社
会
の
全
体
像
を
考
え
る
上
で
無
視
し
得

な
い
規
模
に
達
し
た
。
ワ
ク
フ
地
の
増
加
と
い
う
土
地
制
度
上
の
変

化
は
、
軍
人
層
の
権
力
基
盤
で
あ
っ
た
イ
ク
タ
ー
制
の
弱
体
化
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
ワ
ク
フ
地
の
拡
大
を

促
進
し
た
の
も
、
同
時
に
そ
れ
を
最
も
利
用
し
て
権
益
を
拡
張
し
た

の
も
、
支
配
層
た
る
マ
ム
ル
ー
ク
軍
人
た
ち
自
身
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
イ
ク
タ
ー
保
有
者
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
た
ま
ま
、
同
時
に
ワ

ク
フ
の
設
定
者
、
受
益
者
、
管
財
人
、
賃
借
人
と
し
て
、
ワ
ク
フ
地

を
事
実
上
そ
の
支
配
下
に
置
い
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
ワ
ク
フ
制

度
も
ま
た
彼
ら
の
経
済
力
・
社
会
的
影
響
力
を
維
持
す
る
仕
組
み
と

し
て
取
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
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注（１
）
本
報
告
で
の
議
論
は
、
詳
し
く
は
拙
著
﹃
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家

の
財
政
と
寄
進―

―

後
期
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
研
究―

―

﹄（
刀
水
書
房
、

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
こ
こ
で
の
﹁
中
世
﹂
は
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
的
な
意
味
で
は
な
い
。

中
東
地
域
（
東
ア
ラ
ブ
地
域
）
の
歴
史
で
﹁
中
世
（M

iddle A
ges, 

m
edieval period

）﹂
と
言
っ
た
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
と
の
類
似

性
あ
る
い
は
単
な
る
同
時
代
性
を
基
礎
と
し
て
、
漠
然
と
七
世
紀
以

降
の
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
全
般
を
指
す
こ
と
が
多
い
（
例
え
ば
前
嶋
信

次
編
﹃
世
界
各
国
史
一
一　

西
ア
ジ
ア
史
﹄（
山
川
出
版
社
、
新
版
、

一
九
七
二
年
）
や
﹃
岩
波
講
座
世
界
歴
史
八　

中
世
二　

西
ア
ジ
ア

世
界
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
）
な
ど
）。
一
方
で
、
イ
ス
ラ
ー

ム
の
勃
興
以
降
の
歴
史
を
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
史
﹂
と
い
う
枠
組
み
で
捉

え
た
場
合
、
一
〇
～
一
一
世
紀
の
イ
ク
タ
ー
制
の
成
立
と
所
謂
﹁
軍

事
的
支
配
体
制
﹂
の
成
立
を
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
そ
の

前
を
﹁
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
﹂、以
後
を
﹁
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
﹂

あ
る
い
は
﹁
中
世
後
期
（Later M
iddle A

ges

）﹂
と
す
る
の
が
一
般

的
で
あ
る
。
本
稿
で
も
﹁
中
世
﹂
と
い
う
語
を
こ
の
意
味
で
用
い
て

い
る
。
佐
藤
次
高
﹁
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
世
世
界
の
成
立
﹂
木
村

尚
三
郎
ほ
か(

編)

﹃
中
世
世
界
の
成
立
﹄
中
世
史
講
座
一
（
学
生
社
、

一
九
八
二
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）
二
一
五
～
二
三
九
頁
、
三
浦
徹
﹁
市
場
社
会
と
イ
ス

ラ
ム―

―

イ
ス
ラ
ム
史
を
見
な
お
す―

―

﹂
神
奈
川
大
学
評
論
編
集

専
門
委
員
会(

編)

﹃
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
解
読
﹄
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
九
五
年
、
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

（
３
）Sato T

sugitaka, State and R
ulal Society in M

edieval Islam
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Sultans, M
uqta‘s and Fallahun, Leiden, 1997

お
よ
び
佐
藤
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﹃
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世
イ
ス
ラ
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国
家
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ラ
ブ
社
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ク
タ
ー
制
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研
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﹄（
山
川
出
版
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、
一
九
八
六
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）
は
、
イ
ク
タ
ー
制
に
関
す
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重
要
な
研
究
で
あ
る
。

（
４
）
ナ
ー
ス
ィ
ル
検
地
と
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ク
タ
ー
制
に
つ
い
て
は
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Sato, State and R
ural Society; chap. 6; A

. N
. Poliak, Feudalism

 
in E

gypt, Syria, P
alestine, and the L

ebanon, 1250-1900, 
London, 1939; Ibrāhīm
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, 32-44.

（
６
）
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
土
地
﹁
所
有
権
﹂
の
帰
属
の
問
題
は
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現

実
に
は
国
家
の
土
地
税
徴
収
権
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
換
言

す
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
私
有
地
・
ワ
ク
フ
地
と
は
、
現
実
に
は
国
家

の
持
つ
徴
税
権
が
私
有
化
／
ワ
ク
フ
化
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。
詳
し
く
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拙
著
﹃
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
財
政
と
寄
進
﹄

付
論
﹁﹁
国
有
地
ワ
ク
フ
﹂
を
め
ぐ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
法
上
の
議
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﹂
を

参
照
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l-Ish

4āqī, A
khbā r al-A

w
w
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M
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., C
airo, 1980, 98.
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８
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デ
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９
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, F
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u

 A
sh

tor, A
 S

ocia
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﹁
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台
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﹂
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文
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一
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enoix, “P
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（
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よ
う
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﹁
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﹂
と
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を
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﹁
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﹂
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議
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さ
れ
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な
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史
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さ
れ
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っ
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ク
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さ
れ
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た
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武
昭
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﹁
イ
ス
ラ
ー
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と
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ク
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﹂
樺
山
紘
一
ほ
か

（
編
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界
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発
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紀
﹄
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史
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史
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イ
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。
イ
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史
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〇
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。
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）al-M

aqrīzī, A
l-M

aw
ā ‘ iz

4 w
a-al-I‘tibā r fī  D

hikr al-K
hit

4at

4 w
a-al-

Ā
thā r, London, 2002-04, 4:178.

（
28
）
ア
ラ
ビ
ア
語
で
﹁
交
換
﹂
を
意
味
す
る
。
ワ
ク
フ
財
と
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
物
件
を
、
他
の
私
有
物
件
と
交
換
す
る
方
法
。
老
朽
化

し
十
分
な
収
入
を
生
み
出
さ
な
く
な
っ
た
物
件
を
新
し
い
物
件
と
交

換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
ワ
ク
フ
自
体
を
永
続
さ
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濫
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